
作者

時代

出身

評論

小説

翻訳

　お
お
、
ロ
ミ
オ
、
ロ
ミ
オ
！
何
故
《

な
ぜ
》

卿
《

お
ま
え
》

は

ロ
ミ
オ
ぢ
じ
ゃ
！
父
御
《

て
て
ご
》

を
も
、
自
身
の
名
を
も

棄
《

す
》

て
て
し
ま
や
。
そ
れ
が
否
《

い
や
》

な
ら
ば
、
せ

め
て
も
予
《

わ
し
》

の
恋
人
ぢ
じ
ゃ
と
誓
言
《

せ
い
ご
ん
》

し

て
下
さ
れ
。
す
れ
ば
、
予
《

わ
し
》

ゃ
最
早
《

も
う
》

カ

ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
で
は
な
い
。

　
　
　
　
「
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
よ
り

　1859（安政5）～1935（昭和10）年　[35歳]

　岐阜県

「①　　　　」 文学の価値を説いた、日本で初の文学理論書。

とうせいしょせいかたぎ

「当世書生気質」
東京の学生たちの風俗を、恋愛を中心に描いた小説。

さおうぜんしゅう

『沙翁全集』
英国の作家シェイクスピアの脚本を、翻訳した全集。

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　1
坪内逍遥　つぼうちしょうよう

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№301

ジュリエットが恋
人ロミオへの気
持ちを話す場面
です。
現代の言葉との
違いを味わいま
しょう。



氏名

文学と価値を説いた、日本で初の文学理論書。

東京の学生たちの風俗を、恋愛を中心に描いた小説。

英国の劇作家シェイクスピアの脚本を、翻訳した全集。

組

【中学校国語ワークブック】

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　1
坪内逍遥　つぼうちしょうよう

　岐阜県

　1859（安政5）～1935（昭和10）年　[35歳]

坪内逍遥　　作者

時代

出身

解答・解説シート

年

しょうせつしんずい

「①小説神髄」

「当世書生気質」

『沙翁全集』

評論

小説

翻訳

「ロミオとヂジュリエット」の文章を、写し書きしてみよう。

「逍遥」とは、「気ままにあちこちを歩き回ること。散
歩。」という意味です。



作者

時代

出身

戯曲

さ
ら
ば
、
と
い
っ
て
、
土
手
の
下
で
、
分
れ
際
《

わ
か
れ
ぎ

わ
》

に
、
や
や
遠
ざ
か
っ
て
、
見
返
っ
た
時
―
そ
の
紫
の

深
張
《

ふ
か
ば
り
》

を
帯
の
あ
た
り
で
横
に
し
て
、
少
し
打

傾
《

う
ち
か
た
む
》

い
て
、
黒
髪
の
頭
お
も
げ
に
見
送
っ
て

い
た
姿
を
忘
れ
ぬ
。
ど
ん
な
に
潮
に
乱
れ
た
ろ
う
。
渚

の
砂
は
、
崩
《

く
ず
》

し
て
も
、
積
も
る
、
く
ぼ
め
ば
、

た
ま
る
、
音
も
せ
ぬ
。
た
だ
美
し
い
骨
が
出
る
。
貝
の

色
は
、
日
の
紅
、
渚
の
雪
、
浪
の
緑
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
春
昼
後
刻
」
よ
り

　1873（明治6）～1939（昭和14）年　[65歳]

　石川県

しゅんちゅうごこく

「春昼後刻」 春の波間に消えてしまう、夢のような恋の話。

こうやひじり

「高野聖」
山奥に棲む美女と動物達に、惑わされる僧の話。

「①　　　　」 姫路城の天守閣に住む、恐ろしくも美しい化物の話。

小説

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　2
泉鏡花　いずみきょうか

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№302

春の昼下がり、
女性が海の中に
身を投じる場面
です。
最後の体言止め
が、印象的です。



氏名

春の波間に消えてしまう、夢のような恋の話。

山奥に棲む美女と動物達に、惑わされる僧の話。

姫路城の天守閣に住む、恐ろしくも美しい化物の話。

「高野聖」

解答・解説シート

年

「春昼後刻」

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　2
泉鏡花　いずみきょうか

　石川県

　1873（明治6）～1939（昭和14）年　[65歳]

泉鏡花作者

てんしゅものがたり

「①天守物語」戯曲

小説

組

【中学校国語ワークブック】

時代

出身

「鏡花水月」という四字熟語があります。 はかない幻や、奥深い趣のこと
です。泉鏡花の文章にぴったりのペンネームですね。

「春昼後刻」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

　
水
仙
の
作
り
花
を
格
子
《

こ
う
し
》

門
の
外
よ
り
さ
し
入

れ
置
き
し
者
の
有
り
け
り
、
誰
の
仕
業
《

し
わ
ざ
》

と
知
る

よ
し
無
け
れ
ど
、
美
登
利
《

み
ど
り
》

は
何
ゆ
え
と
な
く
懷

《

な
つ
》

か
し
き
思
ひ
に
て
違
い
棚
《

だ
な
》

の
一
輪
ざ
し
に

入
れ
て
淋
《

さ
び
》

し
く
清
き
姿
を
め
で
け
る
が
、
聞
く

と
も
な
し
に
伝
え
聞
く
そ
の
明
け
の
日
は
信
如
《

し
ん

に
ょ
》

が
何
が
し
の
学
林
《

が
く
り
ん
》

に
袖
《

そ
で
》

の
色
か

え
ぬ
べ
き
当
日
な
り
し
と
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
た
け
く
ら
べ
」
よ
り

　1872（明治5）～1896（明治29）　[24歳]

　東京都

小説

「①　　　　」 住む世界が違う少年少女の、淡い初恋の話。

じゅうさんや

「十三夜」
離婚を考えている女性が、幼馴染と再会する話。

「にごりえ」 幸薄い女性の、悲しい最期の話。

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　3
樋口一葉　ひぐちいちよう

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№303

主人公美登利の
初恋の相手は、信
如という名の少年
です。信如は僧侶
になる修行をする
ために町を出て行
きます。その際、
水仙の造花を遺し
て去るのでした。



氏名

出身

離婚を考えている女性が、幼馴染と再会する話。

幸薄い女性の、悲しい最期の話。

組

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　3
樋口一葉　ひぐちいちよう

　東京都

　1872（明治5）～1896（明治29）　[24歳]

樋口一葉作者

時代

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

「①たけくらべ」

「十三夜」

「にごりえ」

小説

住む世界が違う少年少女の、淡い初恋の話。

五千円札の肖像に採用されて
います。見てみましょう。

「たけくらべ」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

　
声
を
呑
《

の
》

み
つ
ゝ
〈

つ
つ
〉

泣
く
ひ
と
り
の
少
女
《

お

と
め
》

あ
る
を
見
た
り
。
年
は
十
六
七
な
る
べ
し
。
被
《

か

む
》

り
し
巾
《

き
れ
》

を
洩
《

も
》

れ
た
る
髪
の
色
は
、
薄
き

こ
が
ね
色
に
て
、
着
た
る
衣
は
垢
《

あ
か
》

つ
き
汚
れ
た

り
と
も
見
え
ず
。
我
《

わ
が
》

足
音
に
驚
か
さ
れ
て
か
へ

〈

え
〉

り
み
た
る
面
《

お
も
て
》

、
余
《

よ
》

に
詩
人
の
筆
な
け

れ
ば
こ
れ
を
写
す
べ
く
も
あ
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
舞
姫
」
よ
り

　1862（文久2）～1922（大正11）年　[60歳]

　島根県

小説

さんしょうだゆう

「山椒太夫」
人買いにさらわれた、平安時代の幼い姉弟の話。

まいひめ

「舞姫」
ドイツ人の舞姫と恋に落ちた、明治時代の青年の話。

「①　　　　」 病気の弟を安楽死させた、江戸時代の兄の話。

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　４
森鴎外　もりおうがい

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№304

秀才の太田豊太
郎は、ドイツに留
学し、そこで貧し
い踊り子の少女
エリスと出会いま
す。洋の東西や
身分の違いを超
えた、恋が始まる



氏名

出身

ドイツ人の舞姫と恋に落ちた、明治の青年の話。

病気の弟を安楽死させた、江戸時代の兄の話。

組

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　4
森鷗外　もりおうがい

　島根県

　1862（文久2）～1922（大正11）年　[60歳]

森鷗外　　作者

時代

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

「山椒大夫」

「舞姫」

たかせぶね

「①高瀬舟」

小説

人買いにさらわれる、平安時代の幼い姉弟の話。

本名は「森林太郎」、医者でもありました。
娘は小説家の「森茉莉」です。

「舞姫」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　5
夏目漱石　なつめそうせき

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№305

　
吾
輩
《

わ
が
は
い
》

は
猫
で
あ
る
。
名
前
は
ま
だ
無
い
。

ど
こ
で
生
れ
た
か
と
ん
と
見
当
《

け
ん
と
う
》

が
つ
か
ぬ
。

何
で
も
薄
暗
い
じ
め
じ
め
し
た
所
で
ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ー
泣

い
て
い
た
事
だ
け
は
記
憶
し
て
い
る
。
吾
輩
は
こ
こ
で

始
め
て
人
間
と
い
う
も
の
を
見
た
。
し
か
も
あ
と
で
聞

く
と
そ
れ
は
書
生
《

し
ょ

せ
い
》

と
い
う
人
間
中
で
一
番
｜

獰
悪
《

ど
う
あ
く
》

な
種
族
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
よ
り

　1867（慶応3）～1916（大正5）年　[49歳]

　東京都

小説

「①　　　　」 中学教師に拾われた猫が、人間を観察していく話。

「②　　　　」 青年教師が、田舎の中学校で起こす騒動の話。

こころ

「こゝろ」
青年が、尊敬する先生の秘密を知る話。

猫が拾われる冒
頭部分です。擬
音語・擬態語が
多く、ユーモラス
で、軽快な雰囲
気です。



組

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

わがはいはねこである

「①吾輩は猫である」

「②坊ちゃん」

「こころ」 青年が、尊敬する先生の秘密を知る話。

氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　5
夏目漱石　なつめそうせき

　東京都

　1867（慶応3）～1916（大正5）年　[49歳]

夏目漱石作者

時代

出身

小説

中学教師に拾われた猫が、人間を観察していく話。

青年教師が、田舎の中学校で起こす騒動の話。

もともとは英語の教師でした。
また、正岡子規や芥川龍之介とも親交がありました。

「吾輩は猫である」の文章を、写し書きしてみよう。



下書き用原稿用紙（足らない場合は、裏や他の用紙に書いてもかまいません）

年 組 氏名

１～5のシートを振り返って、次の型に沿って感想文を作りましょう。また、完成した文章を下
書き用原稿用紙に書きましょう。

タイトル　　「　　　　」を読んで
　①【選択】自分が選んだシートの明記。
　　[　　　　　　　]という作家の「　　　　」という作品の感想を書きます。
　②【理由】シートを選んだ理由。
　　選んだ理由は[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
　④【音読】声に出して読んでみて、ことばの調子やリズムから気づいたこと。
　　声に出して読んでみて、[
]
　⑤【視写】書き写してみて、文章の雰囲気文体から感じたこと。
　　また、書き写してみて、[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　]
　⑥【全体的な感想】中身を味わって、自分が思ったこと。
　　この文章を読み [　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№306

[近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）]　6
感想文を書こう！



［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　6
　感想文を書こう！

あなたが学習した内容を表現することはできましたか。
自分の書いた感想文が次の型に沿っているかを確かめましょう。

【感想文例】
　タイトル　　「春昼後刻」を読んで

①【選択】自分が選んだシートの明記。
　[泉鏡花]という作家の「春昼後刻」という作品の感想を書きます。
②【理由】シートを選んだ理由。
　選んだ理由は[１～5のシートの中で、一番きれいな文章だと思ったからです。]
④【音読】声に出して読んでみて、ことばの調子やリズムから気づいたこと。
　声に出して読んでみて、[読点が短い間隔で打たれていて、歯切れよく読めることに気づ
きました。]
⑤【視写】書き写してみて、文章の雰囲気文体から感じたこと。
　また、書き写してみて、[色のイメージが広がる言葉がたくさんあるんだなあと、感心しまし
た。]
⑥【全体的な感想】中身を味わって、自分が思ったこと。
　この文章を読み、[この小説を図書館で借りて、全部読みたいと思いました。]

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年 組 氏名

学習するみなさんへ：

感想文を書くときには、「型」を意識した書き方を経験しましょう。

また、次のポイントに気をつけましょう。
○読んだ内容を、いろんな観点から分析する。
○自分が書きたい内容が正確に表せるように付属語を選ぶ。

シートに下書きした後、原稿用紙に書くと原稿用紙の使い方の理解
にもつながります。



作者

時代

出身

詩集

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　7
島崎藤村　しまざきとうそん

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№307

小説

『
隠
せ
』
―
其
を
守
る
為
に
は
今
日
迄
《

ま
で
》

何
程
《

ど

れ
ほ
ど
》

の
苦
心
を
重
ね
た
ら
〈

ろ
〉

う
。
『
忘
れ
る
な
』

―
其
《

そ
れ
》

を
繰
返
す
度
《

く
り
か
え
す
た
び
》

に
何
程
の
猜

疑
《

う
た
が
ひ

》
と
恐
怖
《

お
そ
れ
》

と
を
抱
い
た
ら
う
。
も

し
父
が
斯
《

こ
》

の
世
に
生
き
な
が
ら
へ
〈

え
〉

て
居
た

ら
、
ま
あ
気
で
も
狂
つ
〈
っ
〉

た
か
の
や
う
に
自
分
の
思

想
の
変
つ
〈
っ
〉

た
こ
と
を
憤
り
悲
し
む
で
あ
ら
〈

ろ
〉

う

か
、
と
想
像
し
て
見
た
。
仮
令
《

た
と
ひ
》

誰
が
何
と
言
は

う
と
、
今
は
そ
の
戒
を
破
り
棄
て
る
気
で
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
破
戒
」
よ
り

　1872（明治5）～1943（昭和18）年　[71歳]

　長野県

「①　　　　」 出生の秘密を打ち明けようかと苦悩する、青年の話。

「夜明け前」 時代の変化についていけず、苦悩する男性の話。

わかなしゅう

『若菜集』
恋愛、旅情等を美しく歌い上げた詩集。

父親は息子に、
出自を秘密にす
るようにさとしま
した。しかし、息
子は父の言いつ
けを破ることを決
めます…主人公
が生き方を決め



氏名組

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

はかい

「①破戒」

「夜明け前」

時代

出身

出生の秘密を打ち明けようかと苦悩する、青年の話。

時代の変化についていけず、苦悩する男性の話。

恋愛、旅情等を美しく歌い上げた詩集。

小説

詩集 「若菜集」

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　7
島崎藤村　しまざきとうそん

　長野県

　1872（明治5）～1943（昭和18）年　[71歳]

島崎藤村作者

「まだあげ初めし前髪の…」から始ま
る「初恋」という詩も、読んでみよう。

「破戒」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

　　
あ
る
日
の
暮
方
《

く
れ
が
た
》

の
事
で
あ
る
。
一
人
の
下

人
《

げ
に
ん
》

が
、
羅
生
門
《

ら
し
ょ

う
も
ん
》

の
下
で
雨
や
み

を
待
っ
て
い
た
。

　
広
い
門
の
下
に
は
、
こ
の
男
の
ほ
か
に
誰
も
い
な

い
。
た
だ
、
所
々
丹
塗
《

に
ぬ
り
》

の
剥
《

は
》

げ
た
、
大
き

な
円
柱
《

ま
る
ば
し
ら
》

に
、
蟋
蟀
《

き
り
ぎ
り
す
》

が
一
匹
と

ま
っ
て
い
る
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
羅
生
門
」
よ
り

　1892（明治25）～1927（昭和2）年　[35歳]

　東京都

小説

くものいと

「蜘蛛の糸」
地獄の底からはい上がろうとする、罪人の話。

「①　　　　」 鼻が大きいことを、悩みに悩む、お坊さんの話。

「②　　　　」 トロッコに乗って冒険する、少年の話。

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　8
芥川龍之介　あくたがわりゅうのすけ

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№308

仕事を失った、貧
しい若い男が、こ
れからの生活に
ついて途方に暮
れながら、大きな
門の下で雨宿り
をしている場面で
す。これからどう
なるのでしょう。



氏名

出身

鼻が大きいことを、悩みに悩むお坊さんの話。

トロッコに乗って冒険する少年の話。

組

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　8
芥川龍之介　あくたがわりゅうのすけ

　東京都

　1892（明治25）～1927（昭和2）年　[35歳]

芥川龍之介　　作者

時代

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

「蜘蛛の糸」

「①鼻」

「②トロッコ」

小説

地獄の底からはい上がろうとする、罪人の話。

「龍」を「竜」、「介」を「助」に
間違わないように！

「羅生門」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

戯曲

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　9
菊池寛　きくちかん

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№309

小説

　　
敵
を
討
《

う
》

つ
な
ど
と
い
う
心
よ
り
も
、
こ
の
か
よ

わ
い
人
間
の
双
《

そ
う
》

の
腕
《

か
い
な
》

に
よ
っ
て
成
し
遂

《

と
》

げ
ら
れ
た
偉
業
《

い
ぎ
ょ

う
》

に
対
す
る
驚
異
《

き
ょ

う

い
》

と
感
激
の
心
と
で
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
彼

は
い
ざ
り
寄
り
な
が
ら
、
再
び
老
僧
の
手
を
と
っ
た
。

二
人
は
そ
こ
に
す
べ
て
を
忘
れ
て
、
感
激
の
涙
に
む
せ

び
合
う
た
の
で
あ
っ
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
恩
讐
の
彼
方
に
」
よ
り

　1888（明治21）～1948（昭和23）年　[59歳]

　香川県

「①　　　　」 長く不在だった父が、家族の許へと帰ってくる話。

おんしゅうのかなたに

「恩讐の彼方に」
青年が、父の敵討ちをしようとする話。

「形」 自分の力を過信した武者が、失敗する話。

親の敵《かたき》を
討とうと思ってい
た主人公ですが、
敵と共に、岸壁を
掘り進める作業
をするようになり
ます。

恨みを超えて、心

と心が結ばれる



氏名組

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

「①父帰る」

「恩讐の彼方に」

時代

出身

長く不在だった父が、家族の許へと帰ってくる話。

青年が、父の敵討ちをしようとする話。

自分の力を過信した武者が、失敗する話。

戯曲

小説
「形」

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　9
菊池寛　きくちかん

　香川県

　1888（明治21）～1948（昭和23）年　[59歳]

菊池寛　　作者

菊池寛は、若くして亡くなった芥川龍之介の名を記念し「芥川
賞」を設けました。以来、新人作家の登竜門となっています。

「恩讐の彼方に」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

評論

　
僕
は
そ
の
時
か
ら
前
よ
り
少
し
い
い
子
に
な
り
、
少

し
は
に
か
み
屋
で
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

 
そ
れ
に
し
て
も
僕
の
大
好
き
な
あ
の
い
い
先
生
は
ど

こ
に
行
か
れ
た
で
し
ょ
う
。
も
う
二
度
と
は
遇
《

あ
》

え

な
い
と
知
り
な
が
ら
、
僕
は
今
で
も
あ
の
先
生
が
い
た

ら
な
あ
と
思
い
ま
す
。
秋
に
な
る
と
い
つ
で
も
葡
萄
《

ぶ

ど
う
》

の
房
は
紫
色
に
色
づ
い
て
美
し
く
粉
を
ふ
き
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
受
け
た
大
理
石
の
よ
う
な
白
い
美

し
い
手
は
ど
こ
に
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
一
房
の
葡
萄
」
よ
り

　1878（明治11）～1923（大正12）年　[45歳]

　東京都

「惜しみなく愛は奪う」 神や愛、人間の本質について考えを述べた評論。

「①　　　　」 罪を犯した少年と、心優しい先生の話。

「生まれ出づる悩み」 画家志望の青年が、自分の夢について考え直す話。
小説

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　10
有島武郎　ありしまたけお

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№310

少年の心を素直
に書いた、読点
の少ない文章で
す。主人公の心
情を思いながら、
ゆったり、読みま
しょう。



氏名

神や愛、人間の本質について考えを述べた評論。

罪を犯した少年と、心優しい先生の話。

画家志望の青年が、自分の夢について考え直す話。

「①一房の葡萄」

解答・解説シート

年

「惜しみなく愛は奪う」

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　10
有島武郎　ありしまたけお

　東京都

　1878（明治11）～1923（大正12）年　[45歳]

有島武郎作者

「生まれ出づる悩み」

評論

小説

組

【中学校国語ワークブック】

時代

出身

「カインの末裔《まつえい》」「或る女」など、
他の作品も読んでみよう。

「一房の葡萄」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　11
梶井基次郎　かじいもとじろう

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№311

私
は
あ
の
檸
檬
《

レ
モ
ン
》

が
好
き
だ
。
レ
モ
ン
エ
ロ
ウ
の

絵
具
を
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
搾
り
出
し
て
固
め
た
よ
う
な
あ

の
単
純
な
色
も
、
そ
れ
か
ら
あ
の
丈
《

た
け
》

の
詰
ま
っ

た
紡
錘
形
《

ぼ
う
す
い
け
い
》

の
恰
好
《

か
っ

こ
う
》

も
。
―
結
局

私
は
そ
れ
を
一
つ
だ
け
買
う
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
か
ら

の
私
は
ど
こ
へ
ど
う
歩
い
た
の
だ
ろ
う
。
私
は
長
い
間

街
を
歩
い
て
い
た
。
始
終
私
の
心
を
圧
《

お
さ
》

え
つ
け

て
い
た
不
吉
な
塊
《

か
た
ま
り
》

が
そ
れ
を
握
っ
た
瞬
間
か

ら
い
く
ら
か
弛
《

ゆ
る
》

ん
で
来
た
と
み
え
て
、
私
は
街

の
上
で
非
常
に
幸
福
で
あ
っ
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
檸
檬
」
よ
り

　1901（明治34）～1932（昭和7）年　[31歳]

　大阪府

小説

「①　　　　」 京都に住む学生が、レモンに幸福を感じる話。

「城のある町にて」 三重県松阪の、自然や日々の出来事を描いた話。

「桜の樹の下には」 桜を前にした時に感じる、不安と幻を描いた話。

不安の中で、一個
のレモンのみずみ
ずしさに、心うた
れる場面です。幸
福を感じるのも、
ある種の才能なの
かもしれません。



組

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

「①檸檬」

「城のある町にて」

「桜の樹の下には」 桜を前にした時に感じる、不安と幻を描いた話。

氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　11
梶井基次郎　かじいもとじろう

　大阪府

　1901（明治34）～1932（昭和7）年　[31歳]

梶井基次郎作者

時代

出身

小説

京都に住む学生が、レモンに幸福を感じる話。

三重県松阪の、自然や日々の出来事を描いた話。

大阪市西区で生まれました。墓は中央区の常国寺にあります。
命日は「檸檬忌」と名づけられ、毎年墓前に檸檬が供えられます。

「檸檬」の文章を、写し書きしてみよう。



下書き用原稿用紙（足らない場合は、裏や他の用紙に書いてもかまいません）

7～11のシートを振り返って、次の型に沿って感想文を作りましょう。また、完成した文章を下
書き用原稿用紙に書きましょう。

タイトル　　「　　　　」を読んで
　①【選択】自分が選んだシートの明記。
　　[　　　　　　　]という作家の「　　　　」という作品の感想を書きます。
　②【理由】シートを選んだ理由。
　　選んだ理由は[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
　④【音読】声に出して読んでみて、ことばの調子やリズムから気づいたこと。
　　声に出して読んでみて、[
]
　⑤【視写】書き写してみて、文章の雰囲気文体から感じたこと。
　　また、書き写してみて、[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　]
　⑥【全体的な感想】中身を味わって、自分が思ったこと。
　　この文章を読み [　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　]

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№312

[近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）]　12
　感想文を書こう！

年 組 氏名



あなたが学習した内容を表現することはできましたか。
自分の書いた感想文が次の型に沿っているかを確かめましょう。

【感想文例】
　タイトル　　「一房の葡萄」を読んで

①【選択】自分が選んだシートの明記。
　[有島武郎]という作家の「一房の葡萄」という作品の感想を書きます。
②【理由】シートを選んだ理由。
　選んだ理由は[葡萄を食べた時のように甘酸っぱい気持ちになったからです。]
④【音読】声に出して読んでみて、ことばの調子やリズムから気づいたこと。
　声に出して読んでみて、[語りかけるような調子で、まろやかな雰囲気を感じました。]
⑤【視写】書き写してみて、文章の雰囲気文体から感じたこと。
　また、書き写してみて、[ひらがなが多く、小さい子どもが書いている文章のようにも思い
ました。]
⑥【全体的な感想】中身を味わって、自分が思ったこと。
　この文章を読み、[なぜか自分が小学校の頃教えてくれた優しい先生のことを思い出し、
懐かしくなりました。]

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　12
　感想文を書こう！

年 組 氏名

学習するみなさんへ：

感想文を書くときには、「型」を意識した書き方を経験しましょう。

また、次のポイントに気をつけましょう。
○読んだ内容を、いろんな観点から分析する。
○自分が書きたい内容が正確に表せるように付属語を選ぶ。

シートに下書きした後、原稿用紙に書くと原稿用紙の使い方の理解
にもつながります。



作者

時代

出身

　
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
、
あ
あ
、
と
深
く
息
し
ま
し
た
。

「
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
、
ま
た
僕
た
ち
二
人
き
り
に
な
っ
た

ね
え
、
ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
一
緒
に
行
こ
う
。
僕

は
も
う
あ
の
さ
そ
り
の
よ
う
に
ほ
ん
と
う
に
み
ん
な
の

幸
《
さ
い
わ
い

》
の
た
め
な
ら
ば
僕
の
か
ら
だ
な
ん
か
百

ぺ
ん
焼
い
て
も
か
ま
わ
な
い
。
」

「
う
ん
。
僕
だ
っ
て
そ
う
だ
。
」

　
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
眼
に
は
き
れ
い
な
涙
が
う
か
ん
で

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
よ
り

　1896（明治29）～1933（昭和8）年　[37歳]

　岩手県

小説

「注文の多い料理店」 料理を食べようと店に入った、紳士達の話。

「①　　　　」 宇宙を走る「銀河鉄道」に乗った、少年達の話。

「よだかの星」 仲間外れにされてしまう、みにくい鳥の話。

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　13
宮沢賢治　みやざわけんじ

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№313

宇宙を走る「銀河鉄
道」に乗った少年達
が、さそり座の星を
前に、友情を誓う場
面です。しかしこの後、
悲しい現実に直面す
ることになるのでした。
この「きれいな涙」に
は、どんな思いが込
められているので



氏名

出身

宇宙を走る「銀河鉄道」に乗った、少年達の話。

仲間外れにされてしまう、みにくい鳥の話。

組

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　13
宮沢賢治　みやざわけんじ

　岩手県

　1896（明治29）～1933（昭和8）年　[37歳]

宮沢賢治　作者

時代

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

「注文の多い料理店」

ぎんがてつどうのよる

「①銀河鉄道の夜」

「よだかの星」

小説

料理を食べようと店に入った、紳士達の話。

「賢治」を「賢二」と
間違わないように！

「銀河鉄道の夜」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　14
堀辰雄　ほりたつお

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№314

　　そ
れ
は
、
私
達
が
は
じ
め
て
出
会
っ
た
も
う
二
年
前
に

も
な
る
夏
の
頃
、
不
意
に
私
の
口
を
衝
《

つ
》

い
て
出

た
、
そ
し
て
そ
れ
か
ら
私
が
何
ん
と
い
う
こ
と
も
な
し

に
口
ず
さ
む
こ
と
を
好
ん
で
い
た
、

　
　
風
立
ち
ぬ
、
い
ざ
生
き
め
や
も
。

　
と
い
う
詩
句
が
、
そ
れ
き
り
ず
っ
と
忘
れ
て
い
た
の

に
、
又
ひ
ょ
っ
く
り
と
私
達
に
蘇
《

よ
み
が
え
》

て
き
た
ほ

ど
の
、
―
云
《

い
》

わ
ば
人
生
に
先
立
っ
た
、
人
生
そ
の

も
の
よ
り
か
も
っ
と
生
き
生
き
と
、
も
っ
と
切
な
い
ま

で
に
愉
《

た
の
》

し
い
日
々
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
風
立
ち
ぬ
」
よ
り

　1904（明治37）～1953（昭和28）年　[48歳]

　東京都

小説

せいかぞく

「聖家族」
死んだ作家をめぐる、遺された人々の話。

「①　　　　」 婚約者の死を乗り超え、生のあり方を探す作品。

なおこ

「菜穂子」
対照的な生き方をする、幼なじみの男女の話。

「風立ちぬ、いざ生
きめやも」は、詩人
ヴァレリーの、Le 
vent se lve, il faut 
tenter de vivre と
いう詩文の翻訳で
す。病気の婚約者
を前に、主人公の
口から出た言葉で



組

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

「聖家族」

「①風立ちぬ」

「菜穂子」 対照的な生き方をする、幼なじみの男女の話。

氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　14
堀辰雄　ほりたつお

　東京都

　1904（明治37）～1953（昭和28）年　[48歳]

堀辰雄作者

時代

出身

小説

死んだ作家をめぐる、遺された人々の話。

婚約者の死を乗り超え、生のあり方を探す話。

「聖家族」は、芥川龍之介をモデルにした
小説だと言われています。

「風立ちぬ」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

戯曲

評論

気
が
強
く
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
。
私
な
ど
は
す
ぐ

に
気
が
弱
く
な
る
か
ら
い
け
な
い
の
で
す
。
自
分
の
幸

福
を
守
る
事
に
勇
敢
《

ゆ
う
か
ん
》

で
な
く
て
は
だ
め
よ
。

皆
は
お
と
な
し
い
人
に
は
勝
手
な
事
を
仕
向
け
て
、
そ

の
人
の
い
の
ち
よ
り
も
大
切
に
し
て
い
る
も
の
を
で
も

造
作
も
な
く
奪
っ
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
。
そ

し
て
そ
れ
を
義
理
だ
と
言
っ
て
無
理
に
こ
ら
え
さ
せ
ま

す
か
ら
ね
。
善
鸞
《

ぜ
ん
ら
ん
》

様
が
い
つ
も
言
っ
て
い

ら
っ
し
た
っ
け
。
義
理
を
立
て
貫
《

つ
ら
》

ぬ
く
覚
悟
が

な
い
時
に
は
、
な
ま
な
か
義
理
を
立
て
よ
う
と
す
る
と

か
え
っ
て
あ
と
で
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
事
に

な
る
っ
て
。
（
中
略
）
け
れ
ど
優
し
い
人
は
そ
う
は
行

か
な
い
の
ね
。
初
め
は
義
理
に
か
ら
ま
れ
る
し
、
後
に

は
さ
び
し
さ
に
堪
え
ら
れ
な
い
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
出
家
と
そ
の
弟
子
」
よ
り

　1891(明治24）～1943（昭和13）年　[53歳]

　広島県

「①　　　　」 鎌倉時代の僧が、恋と修行に苦しむ物語。

「大化の改新」 恋と政治に板ばさみになる、中大兄皇子の話。

「愛と認識の出発」 評論集。当時の学生に絶大な影響を与えた。

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　15
倉田百三　くらたひゃくぞう

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№315

恋を反対され
て悩んでいる
後輩に対し、
女性が励ま
す場面です。



　広島県

　1891(明治24）～1943（昭和13）年　[53歳]

鎌倉時代の僧が、恋と修行に苦しむ物語。

恋と政治に板ばさみになる中大兄皇子の話。

評論集。当時の学生に絶大な影響を与えた。

倉田百三作者

時代

出身

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　15
倉田百三　くらたひゃくぞう

組

戯曲

評論

「①出家とその弟子」

「大化の改新」

「愛と認識の出発」

「出家とその弟子」は、フランスの文豪、ロマン・ロ
ランにも絶賛されました。

「出家とその弟子」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　16
小林多喜二　こばやしたきじ

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№316

「
お
い
地
獄
さ
行
《

え
》

ぐ
ん
だ
で
！
」

　
二
人
は
デ
ッ
キ
の
手
す
り
に
寄
り
か
か
っ
て
、
蝸
牛

《

か
た
つ
む
り
》

が
背
の
び
を
し
た
よ
う
に
延
び
て
、
海
を

抱
《

か
か
》

え
込
ん
で
い
る
函
館
《

は
こ
だ
て
》

の
街
を
見
て

い
た
。
―
漁
夫
は
指
元
ま
で
吸
い
つ
く
し
た
煙
草
《

た
ば

こ
》

を
唾
《

つ
ば
》

と
一
緒
に
捨
て
た
。
巻
煙
草
は
お
ど
け

た
よ
う
に
、
色
々
に
ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
、
高
い
船
腹

《

サ
イ
ド
》

を
す
れ
ず
れ
に
落
ち
て
行
っ
た
。
彼
は
身
体

《

か
ら
だ
》

一
杯
酒
臭
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
蟹
工
船
」
よ
り

　1903（明治36）～1933（昭和8）年　[29歳]

　秋田県

小説

「①　　　　」 過酷な労働環境の中で、労働者が怒り、団結する話。

「不在地主」 プロレタリア文学の第一人者となった代表作。

「党生活者」 追いつめられた生活を手記の形で書いた作品。

方言を使用し、緊
迫した船での作
業風景が描かれ
ています。力強く
読みましょう。



組

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

「①蟹工船」

「不在地主」

「党生活者」 追いつめられた生活を手記の形で書いた作品。

氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　16
小林多喜二　こばやしたきじ

　秋田県

　1903（明治36）～1933（昭和8）年　[29歳]

小林多喜二作者

時代

出身

小説

過酷な労働環境の中で、労働者が怒り、団結する話。

プロレタリア文学の第一人者となった代表作。

生前は明るく、笑い上戸な青年でした。しかし、革
命活動をしていたことで、壮絶な拷問死をとげまし

「蟹工船」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

「
や
め
て
下
さ
い
。
走
る
の
は
、
や
め
て
下
さ
い
。
い

ま
は
ご
自
分
の
お
命
が
大
事
で
す
。
あ
の
方
は
、
あ
な

た
を
信
じ
て
居
り
ま
し
た
。
刑
場
に
引
き
出
さ
れ
て

も
、
平
気
で
い
ま
し
た
。
王
様
が
、
さ
ん
ざ
ん
あ
の
方

を
か
ら
か
っ
て
も
、
メ
ロ
ス
は
来
ま
す
、
と
だ
け
答

え
、
強
い
信
念
を
持
ち
つ
づ
け
て
い
る
様
子
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
」

「
そ
れ
だ
か
ら
、
走
る
の
だ
。
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら

走
る
の
だ
。
間
に
合
う
、
間
に
合
わ
ぬ
は
問
題
で
な
い

の
だ
。
人
の
命
も
問
題
で
な
い
の
だ
。
私
は
、
な
ん
だ

か
、
も
っ
と
恐
ろ
し
く
大
き
い
も
の
の
為
に
走
っ
て
い

る
の
だ
。
つ
い
て
来
い
！
　
フ
ィ
ロ
ス
ト
ラ
ト
ス
。
」

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
よ
り

　

　1902（明治36）～1948（昭和23）年　[39歳]

　青森県

小説

「①　　　　」 友のために命がけで走る、古代ギリシャの男の話。

しゃよう

「斜陽」
　　　　　　　　もさく　　　　　　　　　　　　　　　ぼつらく

生き方を模索する、終戦直後の没落貴族の話。

「②　　　　」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はめつ

愛を求めるが社会に溶け込めず、破滅する男の話。

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　17
太宰治　だざいおさむ

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№317

主人公メロスが、
友の命のために、
最後の力をふり
しぼって走る場
面です。力強く読
みましょう。



氏名

出身

生き方を模索する、終戦直後の没落貴族の話。

愛を求めるが社会に溶け込めず、破滅する男の話。

組

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　17
太宰治　だざいおさむ

　青森県

　1902（明治42）～1948（昭和23）年　[39歳]

太宰治作者

時代

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

「①走れメロス」

斜陽

「②人間失格」

小説

友のために命がけで走る、古代ギリシャの男の話。

「太宰」の「宰」は、うかんむりに、「辛」と書
きます。 「幸」と、間違わないように。

「走れメロス」の文章を、写し書きしてみよう。



下書き用原稿用紙（足らない場合は、裏や他の用紙に書いてもかまいません）

13～17のシートを振り返って、次の型に沿って感想文を作りましょう。また、完成した文章を
下書き用原稿用紙に書きましょう。

タイトル　　「　　　　」を読んで
　①【選択】自分が選んだシートの明記。
　　[　　　　　　　]という作家の「　　　　」という作品の感想を書きます。
　②【理由】シートを選んだ理由。
　　選んだ理由は[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
　④【音読】声に出して読んでみて、ことばの調子やリズムから気づいたこと。
　　声に出して読んでみて、[
]
　⑤【視写】書き写してみて、文章の雰囲気文体から感じたこと。
　　また、書き写してみて、[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　]
　⑥【全体的な感想】中身を味わって、自分が思ったこと。
　　この文章を読み [　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　]

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№318

[近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）]　18
　感想文を書こう！

年 組 氏名



あなたが学習した内容を表現することはできましたか。
自分の書いた感想文が次の型に沿っているかを確かめましょう。

【感想文例】
　タイトル　　「走れメロス」を読んで

①【選択】自分が選んだシートの明記。
　[太宰治]という作家の「走れメロス」という作品の感想を書きます。
②【理由】シートを選んだ理由。
　選んだ理由は[13～17のシートの中唯一の外国の話で、新鮮に感じたからです。]
④【音読】声に出して読んでみて、ことばの調子やリズムから気づいたこと。
　声に出して読んでみて、[『～のだ』『！』が繰り返しによって、スピード感が出ることに気
づきました。]
⑤【視写】書き写してみて、文章の雰囲気文体から感じたこと。
　また、書き写してみて、[何度も出ている『信』という漢字は、この話のキーワードなのでは
ないかという気がしました。]
⑥【全体的な感想】中身を味わって、自分が思ったこと。
　この文章を読み、[人の命よりも恐ろしく大きいものは何なのか知りたいと思いました。]

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　18
　感想文を書こう！

年 組 氏名

学習するみなさんへ：

感想文を書くときには、「型」を意識した書き方を経験しましょう。

また、次のポイントに気をつけましょう。
○読んだ内容を、いろんな観点から分析する。
○自分が書きたい内容が正確に表せるように付属語を選ぶ。

シートに下書きした後、原稿用紙に書くと原稿用紙の使い方の理解
にもつながります。



作者

時代

出身

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　19
中島敦　なかじまあつし

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№319

「
だ
め
だ
よ
、
俺
は
。
ま
っ
た
く
ど
う
し
て
か
な
？
」

と
八
戒
《

は
っ

か
い
》

は
面
目
《

め
ん
も
く
》

な
げ
に
鼻
を
鳴
ら

し
た
。

「
だ
め
だ
め
。
て
ん
で
気
持
が
凝
《

こ
》

ら
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
、
お
前
は
。
も
う
一
度
や
っ
て
み
ろ
。
い
い

か
。
真
剣
に
、
か
け
値
な
し
の
真
剣
に
な
っ
て
、
竜
に

な
り
た
い
竜
に
な
り
た
い
と
思
う
ん
だ
。
竜
に
な
り
た

い
と
い
う
気
持
だ
け
に
な
っ
て
、
お
前
と
い
う
も
の
が

消
え
て
し
ま
え
ば
い
い
ん
だ
。
」

　
よ
し
、
も
う
一
度
と
八
戒
は
印
《

い
ん
》

を
結
ぶ
。
今

度
は
前
と
違
っ
て
奇
怪
な
も
の
が
現
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
悟
浄
歎
異
」
よ
り

　1909（明治42）年～1942（昭和17）年　[33歳]

　東京都

小説

「①　　　　」 苦悩により、虎に変身した中国の男の話。

りりょう

「李稜」
漢の時代の、三人の男達の数奇な運命の話。

ごじょうたんに

「悟浄歎異」
「西遊記」をもとにした、河童の沙悟浄の話。

豚の八戒は、竜に変
身しようとしても、蛇
にしかなれません。そ
んな八戒に、猿の悟
空がアドバイスをして
いる場面です。八戒と
悟空の違いを意識し
て読みましょう。



組

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

さんげつき

「①山月記」

「李陵」

「悟浄歎異」 「西遊記」をもとにした、河童の沙悟浄の話。

氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　19
中島敦　なかじまあつし

　東京都

　1909（明治42）～1942（昭和17）年　[33歳]

中島敦　　作者

時代

出身

小説

苦悩により、虎に変身した中国の男の話。

漢の時代の、三人の男達の数奇な運命の話。

外国の古い時代を舞台にした作品が多い作家で
す。他に「弟子」「名人伝」なども読んでみよう。

「悟浄歎異」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　20
新美南吉　にいみなんきち

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№320

「
わ
し
の
や
り
方
は
少
し
馬
鹿
だ
っ
た
が
、
わ
し
の

し
ょ
う
ば
い
の
や
め
方
は
、
自
分
で
い
う
の
も
な
ん
だ

が
、
な
か
な
か
り
っ
ぱ
だ
っ
た
と
思
う
よ
。
わ
し
の
言

い
た
い
の
は
こ
う
さ
、
日
本
が
す
す
ん
で
、
自
分
の
古

い
し
ょ
う
ば
い
が
お
役
に
立
た
な
く
な
っ
た
ら
、
す
っ

ぱ
り
そ
い
つ
を
す
て
る
の
だ
。
い
つ
ま
で
も
き
た
な
く

古
い
し
ょ
う
ば
い
に
か
じ
り
つ
い
て
い
た
り
、
自
分
の

し
ょ
う
ば
い
が
は
や
っ
て
い
た
昔
の
方
が
よ
か
っ
た
と

い
っ
た
り
、
世
の
中
の
す
す
ん
だ
こ
と
を
う
ら
ん
だ

り
、
そ
ん
な
意
気
地
《

い
く
じ
》

の
ね
え
こ
と
は
決
し
て
し

な
い
と
い
う
こ
と
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
お
じ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」

　1913（大正2）～1943（昭和18）年　[29歳]

　愛知県

童話

「①　　　　」 若い頃、ランプ屋をしていたおじいさんの話。

「手袋を買いに」 狐の母子が、人間の店に手袋を買いにいく話。

「ごん狐」 いたずら好きの狐が罪滅ぼしをする話。

古い形の商売を
きっぱりとあきら
め、新しい時代
を迎えようとした
おじいさんの話
です。現代にも
通用する話です



組

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

「①おじいさんのランプ」

「手袋を買いに」

「ごん狐」 いたずら好きの狐が罪滅ぼしをする話。

氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　20
新美南吉　にいみなんきち

　秋田県

　1913（大正2）～1943（昭和18）年　[29歳]

新美南吉作者

時代

出身

童話

若い頃、ランプ屋をしていたおじいさんの話。

狐の母子が、人間の店に手袋を買いにいく話。

小学校の教科書に、よく採択されてい
る作家です。

「おじいさんのランプ」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

評論

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　21
坂口安吾　さかぐちあんご

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№321

小説

　　
た
だ
ひ
っ
そ
り
と
、
そ
し
て
ひ
そ
ひ
そ
と
、
花
び
ら

が
散
り
つ
づ
け
て
い
る
ば
か
り
で
し
た
。
彼
は
始
め
て

桜
の
森
の
満
開
の
下
に
坐
《

す
わ
》

っ
て
い
ま
し
た
。
い

つ
ま
で
も
そ
こ
に
坐
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
彼

は
も
う
帰
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
す
か
ら
。

　
桜
の
森
の
満
開
の
下
の
秘
密
は
誰
に
も
今
も
分
り
ま

せ
ん
。
あ
る
い
は
「
孤
独
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　　
　
　
　
　
　
　
「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」
よ
り

　1906（明治39）～1955（昭和30）年　[48歳]

　新潟県

だらくろん

「堕落論」
「堕落」したその先に、意味を見出そうとする評論。

「①　　　　」 桜の森で知り合った男女の、幻想的な話。

「風と光と二十の私と」 作者が小学校で教員をしていた頃の、自伝的小説。

大切な人を失った
男が、桜の森の満
開のした、座り続
けている場面です。
夜の桜の森の情
景をイメージしなが
ら、ひそやかに、
ゆっくりと、読みま



氏名組

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

「堕落論」

「①桜の森の満開の下」

時代

出身

「堕落」したその先に、意味を見出そうとする評論。

桜の森で知り合った男女の、幻想的な話。

小学校で教員をしていた頃の、自伝的小説。

評論

小説
「風と光と二十の私と」

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　21
坂口安吾　さかぐちあんご

　新潟県

　1906（明治39）～1955（昭和30）年　[48歳]

坂口安吾作者

「坂口」を「阪口」と、間違わな
いように！

「桜の森の満開の下」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

随筆

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　22
下村湖人　しもむらこじん

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№322

「
お
前
は
、
自
分
で
自
分
の
欠
点
を
並
べ
た
て
て
、
自

分
の
気
休
め
に
す
る
つ
も
り
な
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
を

す
る
隙
《

ひ
ま
》

が
あ
っ
た
ら
、
な
ぜ
も
っ
と
苦
し
ん
で

み
な
い
の
じ
ゃ
。
お
前
は
、
本
来
自
分
に
そ
の
力
が
な

い
と
い
う
こ
と
を
弁
解
が
ま
し
く
い
っ
て
い
る
が
、
ほ

ん
と
う
に
力
が
あ
る
か
な
い
か
は
、
努
力
し
て
み
た
上

で
な
け
れ
ば
わ
か
る
も
の
で
は
な
い
。
力
の
な
い
者
は

中
途
で
斃
《

た
お
》

れ
る
。
斃
れ
て
は
じ
め
て
力
の
足
り

な
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
の
じ
ゃ
。
斃
れ
も
し
な

い
う
ち
か
ら
、
自
分
の
力
の
足
り
な
い
こ
と
を
予
定
す

る
の
は
、
天
に
対
す
る
冒
涜
《

ぼ
う
と
く
》

じ
ゃ
。
な
に
が

悪
だ
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
試
し
て
も
み
な
い
自
分
の
力

を
否
定
す
る
ほ
ど
の
悪
は
な
い
。
そ
れ
は
生
命
そ
の
も

の
の
否
定
を
意
味
す
る
か
ら
じ
ゃ
。
し
か
し
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
論
語
物
語
」
よ
り

　1884（明治36）～1955（昭和30）年　[70歳]

　佐賀県

「①　　　　」 「論語」を現代語で丁寧に描いた書。

「次郎物語」
家の没落、母の死、父の再婚、受験の失敗などをこえ
て、力強く生きていく少年の話。

「青年の思索のために」 よりよく生きるための知恵を導き出した随筆。

小説

儒教の開祖「孔
子」が弟子に語
りかける場面で
す。自分で自分
の限界を決めた
り、逃げる口実
にしたりしてはい
けませんね。



組

「①論語物語」

「次郎物語」

「青年の思索のために」

「論語」を現代語で丁寧に描いた書。

家の没落、母の死、父の再婚、受験の失敗などをこえ
て、力強く生きていく少年の話。

よりよく生きるための知恵を導き出した随筆。

　佐賀県

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　22
下村湖人　しもむらこじん

　1884（明治36）～1955（昭和）年　[70歳]

下村湖人作者

時代

出身

小説

随筆

「次郎物語」は筆者の自伝的要素が強い作
品です。映画化もされています。

「論語物語」の文章を、写し書きしてみよう。



作者

時代

出身

『
―
た
だ
お
ど
か
さ
れ
た
の
か
？
』
と
蕎
麦
《

そ
ば
》

売

り
は
す
げ
な
く
問
う
た
『
盗
賊
に
か
？
』

『
盗
賊
で
は
な
い
―
盗
賊
で
は
な
い
』
と
お
じ
け
た
男

は
喘
ぎ
な
が
ら
云
っ
た
『
私
は
見
た
の
だ
…
女
を
見
た

の
だ
―
濠
《

ほ
り
》

の
縁
《

ふ
ち
》

で
―
そ
の
女
が
私
に
見
せ

た
の
だ
…
あ
あ
！
　
何
を
見
せ
た
っ
て
、
そ
り
ゃ
云
え

な
い
』
…

『
へ
え
！
　
そ
の
見
せ
た
も
の
は
こ
ん
な
も
の
だ
っ
た

か
？
』
と
蕎
麦
屋
は
自
分
の
顔
を
撫
《

な
》

で
な
が
ら

云
っ
た
―
そ
れ
と
共
に
、
蕎
麦
売
り
の
顔
は
卵
の
よ
う

に
な
っ
た
…
そ
し
て
同
時
に
灯
火
は
消
え
て
し
ま
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
狢
《

む
じ
な
》

]

よ
り

　1850（嘉永3）～1904（明治37）年　[54歳]

　ギリシャ　レフカダ島

小説

「①　　　　」 人を化かす妖怪『むじな』の話。

「雪女」 吹雪の日、雪女に出会った男の話。

「かけひき」 処刑される罪人の怨念と、武士との知恵比べの話。

〈課題〉
　　　　　１　　作者の名前を、漢字で正しく書こう。
　　　　　 ２　　空欄にあてはまる作品名を書こう。（わからないときは、解答シートで確かめよう）
　　　　　 ３　　下の文章を音読しよう。（すらすらと読めるようになることを目標に）

【中学校国語ワークブック】

年 組 氏名

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　23
小泉八雲　こいずみやくも

学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№323

『むじな』に化か
された男が、必
死の思いで、逃
げた場面です。
このように読者
を二度脅かす
話を「再度の
怪」といいます。



氏名

出身

吹雪の日、雪女に出会った男の話。

処刑される罪人の怨念と、武士との知恵比べの話。

組

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　23
小泉八雲　こいずみやくも

　ギリシャ　レフカダ島

　1850（嘉永3）～1904（明治37）年　[54歳]

小泉八雲（パトリック・ラフカディオ・ハーン）作者

時代

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

年

むじな

「①狢」

「雪女」

「かけひき」

小説

人を化かす妖怪『むじな』の話。

小泉八雲は日本人の妻に、日本に伝わる怪談
を伝え聞き、海外に紹介しました。

「狢」の文章を、写し書きしてみよう。



下書き用原稿用紙（足らない場合は、裏や他の用紙に書いてもかまいません）

18～23のシートを振り返って、次の型に沿って感想文を作りましょう。また、完成した文章を
下書き用原稿用紙に書きましょう。

タイトル　　「　　　　」を読んで
　①【選択】自分が選んだシートの明記。
　　[　　　　　　　]という作家の「　　　　」という作品の感想を書きます。
　②【理由】シートを選んだ理由。
　　選んだ理由は[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
　④【音読】声に出して読んでみて、ことばの調子やリズムから気づいたこと。
　　声に出して読んでみて、[
]
　⑤【視写】書き写してみて、文章の雰囲気文体から感じたこと。
　　また、書き写してみて、[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　]
　⑥【全体的な感想】中身を味わって、自分が思ったこと。
　　この文章を読み [　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　]

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№324

[近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）]　24
　感想文を書こう！

年 組 氏名



あなたが学習した内容を表現することはできましたか。
自分の書いた感想文が次の型に沿っているかを確かめましょう。

【感想文例】
　タイトル　　「おじいさんのランプ」を読んで

①【選択】自分が選んだシートの明記。
　[新美南吉]という作家の「おじいさんのランプ」という作品の感想を書きます。
②【理由】シートを選んだ理由。
　選んだ理由は[小学校のときに読んだ作品で、親しみやすかったからです。]
④【音読】声に出して読んでみて、ことばの調子やリズムから気づいたこと。
　声に出して読んでみて、[題名や前後を読まなくてもお爺さんの語りだということに気づき
ました。]
⑤【視写】書き写してみて、文章の雰囲気文体から感じたこと。
　また、書き写してみて、[ひらがなが多いことから、子供向けの文章だと感じました。]
⑥【全体的な感想】中身を味わって、自分が思ったこと。
　この文章を読み、[今の社会や人間の生き方にも通用する話だと思いました。]

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）　24
感想文を書こう！

年 組 氏名

学習するみなさんへ：

感想文を書くときには、「型」を意識した書き方を経験しましょう。

また、次のポイントに気をつけましょう。
○読んだ内容を、いろんな観点から分析する。
○自分が書きたい内容が正確に表せるように付属語を選ぶ。

シートに下書きした後、原稿用紙に書くと原稿用紙の使い方の理解
にもつながります。



年 組 氏名

１～20のシートでの学習を振り返り、読書感想文を書きましょう。

＊書くときのポイント＊

　①【選択】　紹介された作品の中からひとつ選び、本を探し、最後まで読む。
　　　二度三度、繰り返し読むと、新しい発見があるでしょう。
　
　②【内容】　本を読んで気づいた点を、箇条書きにして、整理していく。
　
　（例）
　　　・　作品を選んだ理由。
　　　・　作品のあらすじ。
　　　・　音読してみて、ことばの調子やリズムから気づいたこと。
　　　・　書き写してみて、文章の雰囲気文体から感じたこと。
　　　・　作品を味わって、登場人物と自分の共通点、相違点など。
　　　・　作品を味わって、特に感動したこと・印象に残っていること。
　　　・　この作品を読んだことで得た、自分の心境の変化。
　　　・　この作品の内容の中で、自分の生活に活かしていける部分。

　③【構成】　どの順番で書けば読む人に自分の思いが効果的に伝わるか考える。
　　　②の内容をふせんに貼って、順番を入れ替えながら考えてもよいでしょう。

　④【下書き】　実際に原稿用紙に書いてみる。
　
　⑤【音読】　書いた下書きを声に出して読んで、見直す。
　
　⑥【清書】　原稿用紙に読みやすい字で、正しく書く。

　⑦【評価】　作品を身近な人（先生・家族・友人）などに読んで貰って、感想を聞く。

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№325

[近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）]　25
読書感想文を書こう！



＊原稿用紙の書き方　最終確認＊

　①　本文の最初の文字は、一マス下げて書く。

　②　段落が変わりときも、一マス下げて書く。

　③　文字、句読点・符号（。、・「　」）なども、一マス用いて書
く。
　　・句読点は、マスの右上すみに打つようにする。

　④　句読点は、行の最初には書かない。
　　・句読点は、文や文節が行末で終わった場合にのみ、
　　最後のマスに字と一緒に書く。

　⑤　文末は、常体（ダ・デアル）か、敬体（デス・マス）に統一す
る。

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

［近現代文学に興味を持とうシリーズ（小説編）］　25
　読書感想文を書こう！

年 組 氏名

学習するみなさんへ：

近現代文学・小説シリーズはこれでおしまいです。楽しかったで

すか。
今回の学習のように、教科書で学習すること以外でも、楽しみながら
言葉の力をつける方法はたくさんあります。これからもいろんな小説
に興味を持つようにしてください。
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